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会話型デｰタ処理一そのユO一

GEOCAPSでのデｰタの入力とソｰト

吉井守正(鉱床部)

�物���午�

1.はじめに

前回にご紹介したGEOCAPS(地球化学デｰタ解析プログ

ラムシステム)でのデｰタ入力はその前身のシステムで

使っている方式(吉井198!)を大筋で踏襲している.

新しいシステムではこれにデｰタのソｰトと編集の機

能が組み込まれた.今回はデｰタの入力･訂正行程

で従来と変った点を中心に要点を述べ続いてソｰトの

方式についてご紹介する.デｰタの編集については

長くなるので後の回にゆずることにしよう.

2.デｰタの入力

a)デｰタの性質とその対応

GEOCAPSで取扱うデｰタの性質などについて前置

きとして簡単に解説しておこう.デｰタの主要な部分

は化学分析値とそれに関連する数値デｰタである.

これに試料番号とコｰドの文字デｰタカミ付随する.

このシステムで取扱う数値はその精度を考慮すると

有効数字は6けた(YHP-9845Tでの2分の1精度)あれば

十分である･数値範囲も8けた程度で十分と考え

目下のところ8けた(整数の場合)まで受け入れるよう

にしている.

数値をCRT画面に表示したり印刷するときの小数

点以下のけた数についても考える必要カミある.このげ

た数は成分およびその他の項目によって異るので数

値の出力形式を画一化するわけには行かない.このシ

ステムではこれら数値の表示または印刷をする行程を

伴うプログラムではそのけた数指定の行程が付いてい

る｡数値が欠けて空欄となっている場合の処置も

決める必要がある･デｰタの空欄部分は数値Oとは

異なるので空欄(ノｰデｰタ)の“数値"を定義する.

このシステムではこれを
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と定めている･デｰタ処理の際はこの値およびこ

の値を含む算式について一切の処理から除外する.

数表での表現は……などとしている.

止)デｰタ入力の手1頃

デｰタの入力･訂正･編集行程の流れ図を第1図に示

す･デｰタ入力の行程へ入る経路は2つある.第

1は前回に述べたファイル作成の行程から新規のデ

ｰタ入力をする場合であり第2は以前入力したデｰ

タに新しいデｰタを追加する場合である.

行程の冒頭で上に述べた表示げた数の指定を行う.

CRT画面には成分名ファイル中の全項目に.,その番

号(成分番号)とけた数を付けた表が出される(第2図).

使用者は画面を見て成分番号の範囲と小数点以下の表

示けた数(整数なら0)を入力する.

その上でプログラムを進めるキｰを押す.この操

作を1回行うごとに結果カミ画面に出るのでそれを確認

しなカミら上記の要領で繰り返す.指定作業が終った

らOを入力しプログラムを進めるキｰを2度続けて押

す.

つぎにデｰタの入力(I)訂正(C)CRTで表示

(D)印刷(P)編集(ED)レコｰド(R)および作

業の終了(E)を記号で選択する行程に進む.この行

程から各方面へ分岐できるので以前に“広場"とい

う呼び名を付けた.今回もこれを使うことにしよう.

デｰタ入力の行程はIの宇を入力して選択する.

入力作業はCRT画面に現われる項目名に対麻する文

字

または数字を順に入力すればよい.1試料ごとに

試料番号

コｰド

各成分の値

の順に入力する.さきほど述べたノｰデｰタの場合

は数値等を入力しないままプログラムを進めるキｰを

“カラ押し"する.このシステムではこのキｰのカ

ラ押しによって操作の簡略化と能率化をはかっている.

注)INPUT文実行の際デｰタを入力しないままプログ

ラムを進めるキｰのカラ押しをするときパソコンの機種

によりその対応が異なる.筆者が実際にテストできた

範囲で参考のため結果を記す.

1･カラ押しの場合以前に入力された数値または文字を

保持したままプログラムが進む機種一NECPC-8001

回PC-8001MkII同PC-8201シャｰプX1回PC一�
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デｰタｰのソｰト

および編集

第1図

デｰタの入力･訂正･編集行程の流れ図�
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第2図数値の出力けた数を指定する行程での表示例

CRT表示または印刷の際に表現される数値の小数点以下のけた数を

各項の数値と小数位げた数で表現様式を示している

】〕冒〔1m身1P01mt(工1DO.1:1dl:I)

各成分について指定できる.

1500横河ヒュｰレットパッカｰド(YHP)9845T9836A

2.カラ押しにより数値は0文字は空白(nu11)が

入力されてプログラムが進む機種一NECPC-9801回

PC-8801東芝PA-7007回PA-7010

3一カラ押しするとデｰタを要求し先へ進まない機種

一カシオ五P-1100エプソンHC-20富士通FM-11

回FM-8回FM-7目立べ一シックマスタｰJr同

Mk5シャｰプMZ-2000回MZ-700YHP85.

1試料分の入力が終るごとに

その試料を含む最大6

試料分がCRTに表示され

てキｰのカラ押しをすると

入力を便利にするために

一

�

行程は広場へ戻る.ここ

同種の行程へ再び進入する.

特殊記号が定義してある.

入力中の試料について試料番号の行程に戻る.

その項目の前回の入力と同値を入力する.

すでに値の入っている項目をノｰデｰタにする.

数値デｰタの入力を中断して広場へ直行する.
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第3図CRTに表示される表の例

点で表わされている欄はノｰデｰタ.最下段R-No｡はデｰタの入力時(またはデｰタテｰプ内

で)の序列で最上段のSeria1番号とは最初は一致しているカミソｰト後は食い違ってくる.

入力または訂正された試料を含む最大6試料までが表示されるのでデｰタの横並びによるチェッ

クができる�
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第4図ソｰト行程の流れ図

デｰタをソｰトする行程は

デｰタ処理用のプログラムにも

以上の記号はいわば分岐用のコマンドとして働く･

化学分析値など数値デｰタの入力の際にも使用できるよ

うにするために数値も一度文字列変数で受けてVAL

関数によって数値に変換する仕組になっている.

1試料分の入力が終るごとにCRT画面に表示される

デｰタの例を第3図に示す.

3.デｰタの訂正

訂正すべきデｰタは試料番号または(キｰのカラ押しに

より)通し番号で指定できる.デｰタ訂正の行程は

入力行程とプログラムの同一部分を共用するので操作

も同じである.ただし訂正の場合は各項ごとにj瞑

次現デｰタが表示されるのでこれを確認しながら訂

正箇所では正しい値を入れる･訂正しない項目では

キｰをカラ押しする･ここでも入力行程の特殊記号が

使える.したカミって訂正が終りしだい数値デｰタ

すべて付けられている.

の項目のところでEを押して脱出すると作業能率がよ

v､.

4デｰタのソｰト

広場の行程でEDを選択するとデｰタ編集行程へ入る.

その中で今回はソｰトについてご説明しよう.この行

程の流れ図を第4図に示す.

劃)ソｰトできる項目

ソｰト(Sort)とはデｰタをある一定の順序に並べ

変えすることである｡このソｰトはASCII(A㎜e･i･･n

StandardCodeforInfomationIntercha㎎e)文字コｰド

の値の増加煩または減少順に行われる.

ソｰトの内容はつぎのとおりである.

ア試料番号:増加順�
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イコｰド:使用者は4つのサブコｰド中の任意のも

のを指定でき(主ソｰト)さらにこのサブコｰド

に同値のものカミ並ぶときその区間についてはも

う1っ別のサブコｰドについてのソｰト(副ソｰ

ト)カミできる｡ソｰトはいずれも増加順.

ウ成分(項目):成分名ファイル中の任意の成分につ

いて主ソｰトの成分と副ソｰトの成分を指定し

それぞれについて増加順または減少順を選択で

きる.

b)ソｰトの方式

このシステムでのソｰトは使用計算機YHP-9845T

のROMを利用して迅速に行っている.所要時間は

各成分の数値の場合'約1,400試料で16秒程度約100個

では1秒未満である｡この方式ではソｰトするとい

っても実際には配列内でのデｰタの移動は行わず

いわば“番号札"に記入するというやり方である.

この説明に先立ちこのシステムでの数値デｰタの配

列について記す･数値は二次元配列Dに入れられてお

りその行要素が各試料列要素が各成分に対応してい

る.したがって通し番号第I番の第J成分の値は

当然

���

にある.これとは別に整数型一次元配列Nを用意する.

デｰタを配列Dに入力する際に配列Nに対して

丨��

の操作を行う.

いま仮に配列Dの第J成分の値についてソｰトする場
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第5図

ソｰト結果のリスト側

ここではZnの値カミ増加順に並べら

れており同値の区間ではNiの値の

減少順に配列されている.ソｰト後

の通し番号はSer.でデｰタ入力時の

ものはR-No.で示される.

この例は使用者が指定する通し番号

範囲(126～145)のすべてのデｰタが

印刷されている.このほかにコｰ

ドが変化するたびにだげ印刷されるも

のがありとくにコｰドによってソｰ

トを行ったときに利用する.

合を考完よう.このとき配列Dの内容は移動させず

ソｰト後の通し番号第1審となるデｰタのDの行番号を

N(1)に書き込む.以下第2番以降も同様にして順次

Nに記入する･配列Dの内容を取り出す際にはその

行要素に配列Nを用いて

�丨���

という形で取り扱うことにより配列Dそのものには手

を付けずに,ソｰトが実行できたことになる.

この方式は試料の通し番号についてデｰタ入力時

とソｰト後の関係付けを行ったに過ぎない･その利点

としてつぎのものがあげられる.

まずメモリｰ内でのデｰタの移動を行わないので

ソｰトが短時間で終了する.つぎにデｰタカミ複数の

配列から構成されていても連動してソｰトかできる点

も見逃せない.このシステムでは試料番号とコｰド

が二次元文字列配列No$に入れられている･これらに

ついてもその内容はそれぞれ

No$(N(I),1)一･試料番号

No$(N(I),2)……コｰド

として取り扱うことができる.

さらにデｰタ入力時の通し番号N(I)とソｰト後

の通し番号Iとがつねに簡単に対応できるので便利で

ある.

もうひとつの利点はデｰタをどの項目に着目して何

回ソｰトを繰り返えそうともその序列をデｰタ入力時

と同じ状態に戻せることである.

すなわち試料数をSとして

�剉��匀
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という操作できわめて簡単に“元のさや"に納めるこ

とができるのである.

ソｰトの行程には結果をCRT画面または印刷で見

るための行程が付いている.その出力例を第5図に示

す.

このリストではソｰト後の新しい通し番号(Ser.)

試料番号各サブコｰド2成分の数値およびその

試料の入力時の序列(R-No.)とが表示される.これ

らのうち2つの成分については成分に関するソｰト

を行えばその成分カミ表示され初回で成分に関するソ

ｰトを選択し次かったときはそのデｰタの第1成分と

最終成分が表示される.

リストには2種類あって使用者が指定する通し番号

範囲の全デｰタを表わすもの(第5図)とコｰド内容カミ

変化する節目のデｰタだけ出力するものとがある.後

者はデｰタをコｰドに関してソｰトしコｰド別の試

料数を調べるときなどに便利である.

c)ソｰト結果の利用法

ソｰトをすれば使用者が着目した項目に関してデ

ｰタを整然と配列できるわけであるがただ単にそのよ

うた美しさのためだけでなくさまざまな効用カミある.

ソｰトの機能はデｰタ処理の際にも大きな役割を演

じるが今回はデｰタ入力に関係した部分についてだ

け述べよう.

まず入力デｰタの数値範囲(最小値･最大値)を知る

ことのほか有効デｰタ数を知ることができる.すな

わち数値デｰタの場合増加順にソｰトするとノｰ

デｰタの“値"(9×106ヨ)はリストの末尾に配置される

のでその分を差し引けばよい.

コｰドに関してソｰトして結果をコｰド別リストで

見るとコｰドの種類とそのコｰドに属する試料数がわ

かる.あらかじめ定義したコｰド以外のものが現われ

る場合は誤字つまり入力ミスと判定できる.

デｰタが重複して入力されるのを防止することができ

る.まず適当な成分についてのソｰトおよび副ソｰト

を行った上で結果を出力させる.このときもし同

一のデｰタが多重に入力されていれば表の申で隣合っ

て配列されるのでそのようなデｰタを簡単に発見する

ことができる･重複したものは試料を削除する行程

を使って除外する.言い換乏れば追加しようとして

いる試料カミ入力済みのものであるかどうかも事前にチ

ェックできることになる･これらの調査用にあらか

じめ任意の成分についてソｰトした表を常備しておき

追加試料の内容をこの表で調べると簡単に見分けが

つく.

このよう次作業に使う表はソｰトの行程で出力され

るリストでも通常は間に合う.このリスト中にある2

成分の数値が異っていれば少なくとも同一試料ではな

い.もし2成分の数値カミともに比較する試料の数値

と一致していたらリスト右欄のR-No.の値を頼りに

デｰタ入力時などに出力しておいた表と全項目につい

て一対一の比較をすればよい.

5.あとがき

このシステムが使い易さ(大げさに言えば人問工学)を

追求していることはこれまでにも何度か強調して来た.

プログラムを進めるキｰをカラ押しして入力の手間を

省く方式の多用もそのひとつの表われである.

この操作をただちには受け付けない機種も多く使用

者側の使い勝手の良さに対するメｰカｰの姿勢のような

ものがうかがわれて興味深い.

最近こんな語を耳にした.ある個人商店の若い店主

が経理用にいわゆるパソコンとソフトウエアを購入し

て商品の在庫管理や売上金の集計に使っているそうだ.

ところがそのプログラムでは入力ミスの訂正カミまま

ならず一ケ所でも誤りカミあると一連のデｰタを最初か

ら入れ直さねばならないという.この煩わしさにパソ

コンを操作する女子事務員が悲鳴を上げて結局入力

の誤りはあとから数値をペンで書き改めることにしたそ

うだ.

これでは高価なパソコンも台無しである.この程

度の水準のソフトウエアカミ現在でも商品としてまかり

通っているとは筆者にすれぱむしろ驚きではある.

人間カミ必ず犯す入力ミスをバックアップする方式は

GEOCAPSの前身のそのまた前身のプログラムで1975

年ごろにはすでに確立していたのである.これはプロ

グラムの技術上少しもむずかしくはないのであって要

はプログラムを作る側が使用者の心理や生理放とも思

いやりいかに使い易いプログラムとするかという言

わば哲学の問題である.会話型計算機を使用する人カミ

急増した“パソコン時代"のソフトウエア技術にはそ

のような事柄が当然含まれると信じる.
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